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教育活動の具体的方策 

２ 確かな学力の育成 

①授業の質的な向上を図るため、「個別最適

な学び」や「協働的な学び」を一体的に充

実させ、主体的・対話的で深い学びの視点

からの授業改善に取り組む。 

②学びの目的や授業のねらいを明確にし、問

題解決における「自力解決」や「学び合い」、

「振り返り」の学習場面を意図的・計画的

に設定することで学びの質を高める。 

③児童が学習内容を深く理解し、能動的に学

び続けられる力を身に付けるための授業

を展開する。 

④各種調査を基に、児童の学習状況を把握・

分析し、児童一人一人の能力や学習の進捗

に応じた指導を充実させる。 

⑤「学習のきまり」や「生活のきまり」を徹

底し、規律ある学習環境を確立する。 

目 指 す 児 童 像 

①自他を大切にし、互いの良さを認め合う子 

②自ら課題を見付け、結果だけでなく過程を

大事にし、学び・考える子 

③将来に向けて希望をもち、すすんで体を鍛

えたくましく自立できる子 

立川第九中学校区 共通経営方針 

児童・生徒、保護者、地域の方の信頼と期待に応え、共生を目指す 

～共に育てよう、未来の若葉っ子～ 
 

九中校区で目指す子ども像 
○基礎・基本の力を身に付け、課題をもって取り組む児童・生徒 

○思いやりの心をもち、地域や人との関わりを大切にする児童・生徒 

○地域への愛着や貢献できる意欲をもち、世界に目を向けることのできる児童・生徒 

○何事にも自信がもてる児童・生徒 

目 指 す 学 校 像 

①自他を大切にし、お互いの良さや可能性を認め合える学校 

②児童が学ぶ喜びや楽しさを実感し、意欲的に学習に取組む学校 

③保護者から信頼され、地域から愛される学校 

④教職員が意欲的に学び合い、子どもたちを教え・育てることに

誇りをもつ学校 

４ 体力の向上 
①体育科の授業改善に取り組むとともに、一校一取組運動や体力向上推進月間にお

ける体育的活動など様々な運動の機会を設定し、運動への関心・意欲の向上と運

動の習慣化を図る。 

②家庭との連携・協力を大切にし、早寝早起き・朝ご飯や基本的生活習慣の定着を

図るなど、健康な心と体を育む。 

③食習慣や事故の健康管理能力の向上に向け、学校給食を活用した食育の推進、栄

養士との連携などにより、食への関心の高め、食べることの大切さを理解させる。 

令和７年度の重点 ①生命尊重教育の組織的展開  ②誰一人取り残さない指導・支援の工夫・改善  ③一人一人の教育的ニーズに
応じた指導・支援の充実  ④家庭・地域と連携した基本的生活習慣の定着  ⑤外部人材の積極的活用 

 
 
 

若葉台小学校  教育目標 

◎心豊かな子 生命や人権を尊重し、みんなと協力する心豊かな子ども 

○自ら学ぶ子 自分から学び、深く考え、行動する子ども 

○元気な子  未来を切り拓き、世界や社会で活躍する元気でたくましい子ども 

経 営 理 念 

自分を大切に 友だちを大切に 一人一人を大切にする学校 

立川市の教育政策方針（子どもたちの生きる力を育む学校教育） 

◇基礎的・基本的な学力と健やかな体を育む 

◇豊かな心をもち、主体的に社会の形成に参画する 

◇自らの個性や能力を伸ばし、一人ひとりにあった個別最

適な学びと協働的な学びの実現を図る 

◇誰一人取り残さず、家庭・地域と共に歩む学校づくり 
 

立川市教育委員会学校教育の指針（15の基本施策） 
①確かな学力の育成 ②豊かな心を育む教育の推進 

③円滑な教育活動の推進 ④教職員の適正配置と環境整備 

⑤連続性のある多様な学びの場と支援の充実 

⑥学校における指導の充実 ⑦相談・連携体制の充実 

⑧教育ICT環境の整備 ⑨就学の機会と安全・安心の確保 

⑩児童・生徒の保健衛生の推進 ⑪学校給食事業の適正な運営 

⑫安全・安心な給食の提供と食育の充実 

⑬総合的な教育行政の企画と推進 ⑭学校施設環境の維持管理と

充実 ⑮公共施設の計画的な更新 

目指す教職員像 

①子どもにとって「安心できる」「信頼できる」

「頼りにされる」教職員 

②子どもの成長を「認め」「励まし」「価値付

ける」ことができる教職員 

③子ども・保護者・地域から信頼される教職員 

１ 生命を尊重する教育の徹底 

①生命尊重を第一に考え、全ての人を互いに

かけがえのない存在として尊重し、認め合

い、共に生きようとする児童を育成する。 

②教育活動全体を通して、人権教育・道徳教

育など生命を尊重する教育の徹底を図る。 

③児童が現在起きている危機的状況、又は今

後起こり得る危機的状況に対応するため、

適切な援助希求行動（身近にいる信頼でき

る大人にSOSを出す、など）ができるよう、

「SOS を出す力」「SOS を受け止め、支援

する力」を安全指導等により育成する。 

④いじめについて児童が主体的に考え、解決

に取り組む力を身に付けさせる。 

⑤他者とのよりよい関係づくり、他者とのコ

ミュニケーションの基本として「あいさ

つ」の大切さを児童に伝えていく。 

３ 特別支援教育の推進 

①障害の有無に関わらず、共に学び合い理解

し合うことを追求するとともに、多様な学

びの場を用意し、一人一人の教育的ニーズ

に応じた指導・支援をする。 

②様々な困難を抱える児童に対し、多角的な

アセスメントに基づき組織的に支援する。 

③豊かな人間関係を築こうとする意欲と、誰

に対しても思いやりのある優しい心を育

成するため、異学年交流や交流及び共同学

習を積極的に実施する。 

④特別支援教育コーディネーターを複数配

置し、校内委員会を機能・充実させるとと

もに、効果的な特別支援教育実施体制を構

築する。 

⑤教職員の専門性向上を図るため、適切な指

導・支援に関する研修会を実施する。 

５ 立川市民科の充実と外部人材の積極的活用 
①認知症サポーター養成講座や救命救急講習、地域の特性や地域資源を生かした学

習など「立川市民科」の取組を充実させる。 

②立川市民科の実践を発表する機会として「立川市民科公開講座」を実施し、保護

者や地域の方に取組を広く発信する。 

③児童の学習支援や学校生活支援の充実のため、保護者や地域住民に加え、近隣大

学や企業等とも連携・協力体制を構築していく。 

④地域と連携しながら吹奏楽や合唱等の音楽活動に取り組むとともに、音楽活動を

中心に、響き合い、協力し合う楽しさや喜びを体験させる。 

 学び続ける教職員集団 
①教育のプロとしての自覚と責任をもつ 

・プロの教職員として、絶えず資質や指導力向上に努める。 

・教育公務員として、子ども・保護者・地域から信頼される言動を行う。 

②組織的・計画的な人材育成 

・校内研究を活用したOJTを推進していく。 

・職層や経験を生かして組織的・計画的に人材育成に取り組む。 

・仕事とプライベートを分け、メリハリある職務遂行に努める。 

学校経営の改善・充実 
①組織的な学校経営の推進 

・職層と経験に応じた役割と職責を確実に実施する。 

・学校評価に基づいた教育活動の改善・充実を図る。 

②教職員も自身を大切に、他者を大切にする 

・大人も自分を大切にし、お互いの良さを認め合う教職員関係を構築する。 

・教職員の人権感覚の醸成、服務事故防止のため計画的な研修を実施する。 

・学校の安心・安全に向け、密に連携・協働する組織体制づくりを進める。 

地域と共に歩む学校づくり 
①学校・家庭・地域が連携・協働し「共育」の拠点となる、地域に根差

した学校づくりの推進 

・保護者・地域との関係を重視し、信頼される学校づくりを推進する。 

・コミュニティ・スクールとして開かれた学校づくりに取組む。 

②学校の教育活動の積極的な発信 

・学校での取組について、学校便りや学校ホームページで発信する。 

・広報内容について組織的に取組み、積極的な情報発信に努める。 


